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関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0227_1.pdf

●国道１５７号 市 ・企業ボランティアと協働で春花に植え替えました！

●能越自動車道七尾氷見道路２月２８日全線開通後の交通状況休日の県境交通量が約２.４倍に！

国土交通省のボランティア・サポート・プログラム協定に基づく３団体（武蔵活性化協議会、南町通り商工会、金沢中心商店
街まちづくり協議会）と、金沢市および金沢河川国道事務所が協働で国道１５７号の植栽帯やプランターに春花の植え替えを行
いました。
今回の植え替えでは、北陸新幹線の新型 両をイメージして、 と  を中 としたパンジーで街を彩りました。
各団体で実施した植え替えの概要は以下の通りです。
花いっぱいの道路が憩いと安らぎを与えてくれます。通行する際にはぜひご覧ください。

団体名 武蔵活性化協議会（約４０名） 金沢中心商店街まちづくり協議会（約４０名） 南町通り商工会（約６０名）

作業日 ３月４日（水） ３月５日（木） ３月１日（日）

作業場所 武蔵交差点から上堤町交差点 香林坊二丁目交差点から片町一丁目 上堤町交差点から香林坊二丁目交差点

植え込み本数 約１５００本 約９００本 約１１００本

２月２８日(土)、国道470号能越自動車道七尾氷見道路のうち七尾IC 七尾城 IC間(3.2km)と県境を結ぶ七尾大泊IC 
灘浦IC間(7.1km)が開通し、石川県七尾市(七尾IC) 富 県氷 市(氷見IC)間 延 28.1kmの「七尾氷見道路」が全線開通
しました。
開通後の県境付近の休日交通量を調査した結果、七尾氷見道路の県境交通量（国道160号＋七尾氷見道路）では土日平均で

9,700台となり、開通前よりも約２.４倍に増加したことが分かりました。また、開通区間と並行する国道１６０号（氷見市
脇地先）の土日平均の交通量は開通前と比較すると約７割減少しました。
観光地では、七尾氷見道路の全線開通で来客数の増加や石川から富山、富山から石川への観光交流の声が聞かれています。
物流関係者からも「七尾氷見道路を利用することで輸送時間が約10 15分短縮された。」、「 カーブが多い国道160号と

比較して危険が少なくなった。」などの効果を実感される声がありました。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0311_1.pdf

武蔵 香林坊 南町
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●新幹線開業に向け金沢駅周辺中心市街地の幹線道路の徒歩パトロールを実施しました！
３月１２日（木）、石川県、金沢市、金沢河川国道事務所の各道路管理者が、金沢駅周辺や中心市街地における幹線道路の

歩道パトロールを実施しました。これは、北陸新幹線開業を直前に控え、観光客など道路を利用される多くの皆さんが歩道を安
全かつ気持ちよく利用していただけるように実施したものです。
当日は、金沢駅東広場の鼓門前で出発式を行った後、道路管理者ごとに国道（１路線）約１５００メートル、県道（７路線）

２９００メートル、市道（４路線）１７００メートルを徒歩で点検し、不具合の見つかった箇所は、担当の管理者が対応しまし
た。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0311_3.pdf

●国道８号 小松バイパス 東山IC 粟津IC間が 3月20日に４車線化完成しました！
国道８号小松バイパスは、平成２７年３月２０日に東山インターチェンジ

（ＩＣ） 粟津ＩＣ間（延 5.1キロ）が２車線から４車線となりました。
５月に全国植樹祭が開催される木場潟公園や粟津温泉へのアクセス向上が期

待されます。また、この４車線化により、朝夕の通勤時に発生する交通混雑の
緩和、中央分離帯の設置により事故の減少が期待されます。
今後も、交通状況を見ながら順次４車線化を進めてまいります。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0316_1.pdf

出発式の様子(金沢駅東広場 鼓門前) 危険箇所の確認

●明るく安全な地下道を目指して壁画を制作しました！
３月２3日（月） ３月２７日（金）、国道１５９号かほく市 内日角北交差点の横断地下道にて、かほく市内日角子ども会

の６年生、保護者、区役員など約２０人が参加し、壁画制作を行いました。
この取組は、ゴミや落書きのない明るく安全な地下道を目指して、昨年に引き続き、地元住 ・市・国が協働で実施したもの

です。壁画は同会の「卒業制作」に位置付けたもので、ふるさとの四季や北陸新幹線等を描きました。
子どもたちや地域の方々に、これまで以上に愛着を持って地下道を利用して頂くことを願います。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0320_1.pdf
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★お問い合わせ先★
国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 副所 杉 浩行
電話 076-264-8800（代表） ＦＡＸ 076-233-9631
金沢河川国道事務所ホームページ URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/
金沢河川国道事務所モバイルサイト（携帯サイト） URL：http://c10w1bke.securesites.net/k/

●「石川県跨道橋連絡部会（仮称）」を設立しました！
石川県道路メンテナンス会議では、３月２７日（金）、金沢河川国道事務所において、「石川県跨道橋連絡部会（仮称）」

の設立会議を開催しました。
これは、石川県内の道路を跨ぐ施設のうち、鉄道橋を除く道路法の道路以外の施設点検や修繕等を実施することにより、災

害時における緊急輸送道路ネットワークの確保等を図るとともに、対象施設の管理者と関係する道路管理者が情報共有し、点
検計画の策定など必要な事項について協議調整することを目的に設置するものです。
会議は、石川県土木部、中日本高速道路、金沢河川国道事務所及び跨道橋等の施設管理者１６者が参加して行われました。
今回の会議では、 澤 彦会 ( 沢河川国道事務所 )が部会設立に至った経緯や目的を説明した上で、「円滑な老朽化対策

を図る観点から管理者と道路会社間で点検や修繕に関する情報共有を図りたい」と挨拶したほか、対象計３８施設の老朽化対
策等について情報共有を図ることなどを確認しました。

関連URL：記者発表資料 http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/mb5_kouhou/press/h26/p0325_1.pdf

会議の状況 金澤文彦会長

(金沢河川国道事務所長)

平成２７年 ４月２０日


